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雲のように、時は流れていく 死を考えながら生きる姿勢

「生」のあるもの全てに死が訪れる

選択により人生は変わる

生きてきたように死んでいく

…のではなく

エンド・オブ・ライフケアとは

病気や老いによって、人生の終焉を迎え
る時期に提供される医療・看護・介護のこ
と。

疼痛や不安を和らげる緩和ケアに加えて、
認知症や慢性疾患など幅広い疾患を対象
に、本人が症状や治療方法を理解し、

穏やかな最期を迎えられるよう支援する。

ACP＜アドバンスケアプランニング＞

本人の意志

これから重篤な病気や

状態になったときに、どこで

どうやって過ごしたいかを

話し合うプロセス
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意志決定とは

人生を生きるために

幾つかの代替え案から、

自分にとって最適なものを選ぶこと

意志決定で悩むこと

1.もっと、いい治療方法はないか

2.幾つかの選択肢を言われたが、

分からないし、決められない

3.自分と家族の意見が合わない

選択肢について

・治療の継続

・治療方法の変更

・治療の中止か終了

医師から詳しく説明を受ける

納得できるまで、何度でも!!

これからの希望とは

治ることではなく

前を向いて生きること
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自宅での療養生活

・ご本人と家族の思いを整える

・在宅療養への支援チームの体制づくり

往診医・訪問看護師・介護支援専門員

薬剤師・介護士・福祉用具専門相談員

・家族の不安や悩み、つらい時にも相談する

・‘揺れる思い’もあり、決めつけて開始しない

最期のときを考える

・ご本人の想いを尊重する

・自分らしい生活ができるようにする

・家族の生活も配慮する

・どのようにして行きたいかの情報を在宅

支援チームと共有する

・痛みや倦怠感などの不快な症状は、相

談し取り除いてもらえるようにする

「死」を四つの側面から

・心理的な「死」 生きる喜びを失う

・社会的な「死」 社会との接点が失われる

・文化的な「死」 人間らしい文化的潤いが失われる

・肉体的な「死」

総合的な延命をはかり、最期の瞬間まで

その人のQOLを高めるケアを行っていくこと

「心を癒す言葉の花束より」

アルフォンス・デーケン著
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